平成１５年度　第２回　アナログ１種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　デジタル式PBXが有するサービス機能のうち、外線からの着信を複数の内線に順次接続したい場合、中継台の操作により、通話の終了した内線が送受器をかけても、外線を復旧させずに自動的に中継台に戻す機能は、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　内線リセットコール　　②　コールピックアップ　　③　コールバック

　④　内線アッドオン　　　　⑤　シリーズコール


(2)　図に示すデジタルPBXの内線回路について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。 　　　(4点)
　　A　図中のWは平衡－不平衡変換回路、Yは復号器を表す。

　　B　図中のXは通話電流供給回路、Zは符号器を表す。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない
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(3)　デジタル式PBXの交換処理プログラムは、処理内容により分類されており、一般に、実行管理プログラム、（　ウ　）プログラム、再開処理プログラム、保守運用プログラムの四つから成る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　料金管理　　②　呼処理　　③　状態遷移　　④　初期設定　　⑤　試　験


　(4)　デジタル式PBXの空間スイッチでは、音声情報ビット列は多重化されたまま、（　エ　）の時間位置を変えないで、（　エ　）単位に時分割ゲートスイッチの開閉に従い、入ハイウェイから出ハイウェイへ乗り換える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　チャネル　　②　アクセス　　③　フレーム　　④　カウンタ　　⑤　タイムスロット


　(5)　ファクシミリにおいて、（　オ　）方向の単位長〔mm〕当たりの走査線の本数は、走査線密度といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　主走査　　②　磁　束　　③　副走査　　④　電　束


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
　(1)　図は、電子式ボタン電話装置の一般的な停電検出回路を示したものである。図において、通電状態から停電状態になると、定電圧ダイオード（ZD）が導通を続けているときの放電時定数（
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）の通過後に、トランジスタ（Tr）を非導通としてCPUへ停電検出信号を送出する。　　　　(4点)
　　
	　①　
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第2問（ア）②　（イ）③　（ウ）①　（エ）①　（オ）③

　(2)　中、大規模の電子式ボタン電話装置では、制御ソフトウェアを回線制御、電話機制御など、幾つかの機能別に分割し、それぞれの専用のプロセッサに制御させる機能分散形マルチプロセッサ方式が主流になっている。この方式は、制御ソフトウェアをプロセッサ単位に分割して製造できることや、（　イ　）の制御を容易にするなどの利点がある。　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　走　査　　②　ダイヤル送出　　③　同時複数動作　　④　端　末　　⑤　監　視


　(3)　ボタン電話装置のサービス機能のうち、内線呼出しの場合、相手が話中のとき、発呼者が呼出状態のまま待機していれば、相手が終話してオンフックした時点で、自動的に呼び出す機能は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　キャンプオン　　　②　アッドオン　　③　コールバック

　④　内線自動応答　　　⑤　一斉呼出


　(4)　アナログ伝送路に接続するデジタル式ボタン電話装置の外線対応部には、外線からのアナログ信号をデジタル信号に変換するための（　エ　）が必要である。　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　符号器　　②　光分波器　　③　復号器　④　変調器


　(5)　電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　(4点)
　　A　電子式ボタン電話装置のサービス機能のうち、電話機の内部スピーカや外部スピーカにより、音声で構内呼出ができる機能は、ページングといわれる。

　　B　電子式ボタン電話装置では、一般に、保留音等の音源の通話路への接続は、通話路制御機能により行われている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　PBXの工事試験のうち、（　ア　）試験は、外線からの電話に自動音声で応答すること、及び利用者がガイダンスどおりに接続先や情報案内などを選択し、プッシュボタンを操作することにより、所定の動作を実施することを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　CRM　　②　CTI　　③　ACD　　④　IVR　　⑤　ACT


　(2)　ITU－T勧告V.24に規定されるデータ回線終端装置（DCE）とデータ端末装置（DTE）間の100シリーズ相互接続回路において、送信側のデータ回線終端装置がデータセットレディ（回路107）をOFF状態で（　イ　）をONにしたとき、データ端末装置は、送信データ（回路103）を通して、シリアル自動起呼DCEに対してプログラミング又は制御に関連するデータ信号を転送することが許される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　受信データ（回路104）

　②　送信要求（回路105）

　③　送信可（回路106）

　④　バックワードチャネル送信データ（回路118）

　⑤　バックワードチャネル送信要求（回路120）


　(3)　アンダーカーペット配線方式において、ケーブルをタイルカーペットの床面から立ち上げる場合に使用する床面との固定に用いる材料はフロアクリップといわれ、また、床面から立ち上げたケーブルを保護する材料は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ターミナルフィクサ　　②　プロテクタサポート　　③　ケーブルパス

④　フロアプロテクタ　　　⑤　ケーブルサポート


　(4)　屋内線等の通信線から端末に侵入し、雑音の原因となる雷サージ電圧には、通信線間に誘起されるものと、通信線と大地間に誘起されるものがある。通信線間に誘起されるものは、（　エ　）電圧といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　縦サージ　　②　横サージ　　③　電力波　　④　誘導波　　⑤　磁力波


　(5)　保安装置は、その接地抵抗が高いと避雷器の放電が開始されても、十分な放電電流が流れない場合があり、また、端末装置側の（　オ　）が低くならないなど、機能しない場合がある。　(4点)
	　①　対地電圧　　②　動作電圧　　　③　特性インピーダンス

④　絶縁抵抗　　⑤　ループ抵抗


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　ある図書館で図書を探すため、検索用端末機の操作に1人当たり平均6分かかるものとする。検索用端末機の利用者が1時間に24人訪れ、検索用端末機が6台設置されているとき、使用中のため、端末機の空き待ちとなる平均待ち時間は、図を用いて算出すると（　ア　）秒である。(4点)
	　①　1.2　　②　1.8　　③　2.4　　④　3.0　　⑤　3.6
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　(2)　アーランの損失式は、出回線数をS、生起呼量をaアーランとしたとき、呼損率Bは、B=（　イ　）の式で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
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　(3)　ある回線群の午前9時00分から午前9時20分まで及び午前9時20分から午前9時40分までの各20分間に運ばれた呼数及び平均回線保留時間を調査したところ、表に示す結果が得られた。

　　　この回線群の午前9時00分から午前9時40分までの40分間に運ばれた呼数が30.0アーランであるとき、午前9時00分から午前9時20分までに運ばれた呼数は、（　ウ　）呼である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　135　　②　150　　③　440　　④　463　　⑤　740


	調査時間
	9時00分～9時20分
	9時20分～9時40分

	運ばれた呼数
	（　ウ　）呼
	192呼

	平均回線保留時間
	120秒
	100秒


　(4)　即時式完全線群において、運ばれた呼量は、出回線群の（　エ　）同時接続数で表される。

(4点)
	　①　平　均　　②　最　大　　③　最　小　　④　最繁時


　(5)　即時式完全線群における出線能率は、（　オ　）呼量を出線回線数で除することにより求められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　最　大　　②　加えられた　　③　最　小　　④　運ばれた　　⑤　損　失


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　デジタル式電話交換機の加入者回路の機能におけるBORSCHT機能について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　通話路と並列にバリスタを接続することにより、雷サージ電圧などから加入者回路を保護する機能は、加入者線試験引込み機能といわれる。

　　B　アナログ信号とデジタル信号の変換を行う機能は、2線／4線変換機能といわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　デジタル式電話交換機のランダムライト・シーケンシャルリード制御の時間スイッチにおける（　イ　）回路は、通話メモリに書き込まれている音声情報などを順番にハイウェイに読み出すための回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　バッファ　　②　制　御　　③　集　線　　④　監　視　　⑤　カウンタ


　(3)　デジタル交換の網同期の方式を周波数同期の観点から分類すると、独立同期方式、（　ウ　）同期方式及び相互同期方式の3種類がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　ビット　　②　従属　　　③　ブロック　　④　調　歩　　⑤　スタッフ


　(4)　一般に、ニッケル・カドミウム蓄電池の極板には幾つかの極板形式があり、その一つに（　エ　）式がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　単　極　　②　鉛　　③　焼　結　　④　サンドイッチ　　　⑤　pn接合


　(5)　鉛蓄電池において、自己放電や過電流によってできた微細な白色の（　オ　）結晶が、極板上に析出される現象は、サルフェ－ションといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　酸化鉛　　②　硫酸鉛　　③　二酸化鉛　　④　酢酸鉛　　⑤　亜　鉛


解答

第1問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）②　（エ）⑤　（オ）③

第2問（ア）②　（イ）③　（ウ）①　（エ）①　（オ）③

第3問（ア）④　（イ）③　（ウ）③　（エ）②　（オ）①

第4問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）③　（エ）①　（オ）④

第5問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）②　（エ）③　（オ）②
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